
　基本的には、企業同士ではなく県と企業・団体を繋げるための窓口である。
実際に企業からも、ご相談いただいているところである。雇用経済部・農林
水産部など企業の皆様のご希望に沿った部署とつなげて、マッチングにより
実績を作っていきた
い。将来的には、県が
SDGsに関する事業
に取り組みたいとき
に協賛企業を探した
りで きる仕 組み を
「連携希望メニュー」
としてHPでご紹介で
きればと思っている。
現状は右図の③まで
進んでおり、企業と一
緒にSDGsを広げて
いけたらと考える。

　コロナ対策にと、あちこちで取り組まれる状況を目にしま
すが、身近に困った！はありませんでしたか？必死で感染予
防対策の消毒をした結果、その弊害が当社内で発生しました。
消毒剤による影響で、ステンレス・床・革製品が写真のよう
に変色。木製机もニスが剥げてムラになりました。これらの
問題を解決すべき製品を調べ、新たにノンアルコールの抗
ウィルス・抗菌・消臭剤を導入。アルコール系や塩素系消毒
剤など、たくさんの消毒剤が販売されていますが、「用途」
をしっかり確認
し、最適なもの
を選んでウィズ
コロナ時代を乗
り越えていきた
いものですね。
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松本　成史（環境事業本部　四日市分析センター　フィールドGr）
　コロナの感染者数が日に日に増加し、状況がよ
くなっていないことは実感できますが、三重県で
はまだ感染者数が多くないせいか、店舗の入り口
で消毒などをす
る方が以前より
減っているよう
な気がしてなり
ません。今一度
感染予防に徹底
していきたいで
すね。

　SDGsの国際目標2030年まであと10年。地球の持続可能性は企業としても取り組まざるを得ない目標となっ
てきました。2020年5月に三重県庁に「SDGs推進窓口」が設置されましたので、どういった役割や取り組みをさ
れるのか、インタビューに伺いました。

　コロナウィルスの
影響で開催を見合わ
せているイベントも
ある。今後、県民の
方や企業の皆様を対
象にSDGsを広める
啓発イベントなどを
実施予定。
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SDGs推進窓口の役割

三重県のSDGs意識
向上にむけて

民間企業の方へのお願い
　企業としてすでに活動されていることが
SDGsに繋がっていることも多いので、その視
点から見直していただくことも大切。できると
ころから進めて頂きたい。たくさんの企業に県
と協創して頂き、これをきっかけに、企業間や、
市町間での連携が一層促進されれば良いと考
える。
※「協創」とは、協働による成果を生み出し、
　新しいものを創造していくこと

インタビューの感想
　インタビューの間、我々民間企業を「企業さん」と親し
みを込めて呼んで下さり、今後相談する場合も、きっと同
じように親身に対応して頂けるのではないかと感じまし
た。立ち上げから間がないため活動はこれからだと思い
ますが、三重県はSDGsの認知度が低いため、認知度が
高まることで、様々な具体化事例にも繋がっていくと思い
ます。私たちもこの紙面を通じて少しでもSDGs推進の
お手伝いができればと、今後も活動を進めていきたいと
考えております。

　この窓口は2020年5月に創設したが、以前から包括協定を
結び、多くの企業と健康づくりや防災、スポーツイベントなどで
協力してきた実績がある。「県の施策であれば県民の方のお役
に立てるだろう」とお考えの企業のための相談窓口を作りたい
という想いから設置した。企業が社会貢献をしたいと思った時
に、この窓口がきっかけとなり、県の最適な部署とマッチングが
できれば県内のSDGs取組の推進につながると考えている。
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三重県  戦略企画部  企画課

基準値として求められる数値、年々厳しくなっている？ ウィズコロナ、消毒液にも配慮が必要ココに技あり！

（みっちー）

　トレイルランニングって知っていますか？と人に聞くと、①知ら
ない(聞いたことがある)、②知っているけど変人のするスポーツだ
よね、という返事がほとんどです。”未舗装の道”という意味の”ト
レイル”を走るマイナー競技なのですが、意外に大会もあります。
山あり谷ありで体力的にかなりしんどく、両足を攣ってゾンビみた
いな走り方になったり、足の爪が死んで真っ黒になったりと、トラ
ブルやハプニングも多々ありますが、登りきったら絶景が見られた
り、野生のシカに出会ったりとご褒美もあります。走っている時は
必死ですが面白いですよ。

　先月の記事で伝えた「法規制動向」、水道法の六価ク
ロム基準値も下がっていたね。この背景には、分析技術
向上によって、より低濃度まで測れるようになってきた
ことも関係するんだ。人体に有害とされる物質は、低け
れば低いほうが安心だよね。食品添加物のなかで、食パ
ンに使用が認められる臭素酸カリウムは小麦粉1kgにつ

き0.03g以下の使用に制限され、かつ『最終製品に残存しない』という
使用基準が設定されているんだ。ちなみに水道水の臭素酸濃度基準値を測
るときの定量下限値（正確に定量できる最低濃度）は1μg/Lだけど、ど
こまで精度を高めて測ることが「残存しない」証明になるのか？が、検討
されてきたよ。より
安全を求めるために、
分析方法も基準値も
時代と共に変わるこ
とがこの推移を見る
とよく分かるね。

残留臭素酸分析法（公定法）と分析精度の変遷

※新購入製品はこちら　https://www.pq-techno.co.jp/r

公表年

1982

1997

2003

分析方法

イオンクロマトグラフィー

ポストカラムHPLC法

改良ポストカラムHPLC法

分析精度（測定機器の限界）

500 μg/kg

10 μg/kg

0.5μg/kg

ステンレス案内板 フロア 革のカバン

SDGs推進窓口設置の想い

参照HP : https://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/m0005000049.htm

「SDGs推進窓口」訪問

SDGs推進窓口（戦略企画部企画課に設置）

各部局

SDGs推進窓口（戦略企画部企画課に設置）

各部局
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【HPで情報発信】
●県の連携希望メニューの
　掲示
●連携・協働事例のHP
　掲示

【窓口の機能】
●企業等からの連携内容の
　聴取
●連携・協働を実施する
　担当部局をマッチング
●連携・協働の公表（HP）

包括協定による取組
連携事業の実施

【連携・協働メニュー
            取組結果の整理】
●連携希望メニューの
　作成
●連携・協働結果の整理

【各部局で取組を実施】
●実施内容の調整・決定
●関係部局との調整
●連携・協働取組の実施

❸連携内容の
　調整、取組
　の実施

❹結果の情報発信
　（新たな連携へ）

❷担当部局を
　マッチング


